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大村市政 だより (557号〉 昭和43年12月20日12月下旬号

財 政 事情

室田説明

特別 Eヨ
唱す

圃昭和33年4月22日第三種郵便物認可盟毎月3回1日・10日・20日発行固定価部15円
圃発行所大村市役所 E編集人総務課長中島享一菌印刷所合同印刷所
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大村市告示第124号 まえがき

財政事情説明書の公表は、毎年と半期と下半期

に分けて行なっていますが、今回は昭和42年度決

算〈見込〉と昭和 43年度の上半期(4月1日から

9月30日まで)の本市財政の状況をお知らせし

ます。

地方自治法第 243条の 3第 1項並びに大村市財

政事情説明書の作成及び公表に関する条例第 2条

の定める ところ により 、大村市の財政事情をつぎ

O 決算の概況

昭和42年度一般会計の決算(見込)も市民皆様

方のど理解とど協力により まして、 順調な財政運

営のもとに歳入総額1，689，590千円、 歳出総額 1，

670，850千円、 差引 18，740千円の剰余金を生じま

した。なお、目的別並び、に性質別決算(見込)に

ついては次のとおりとなっております。

のとおり公表します。

昭和 43年 12月1日

大村市長大村純毅

昭和 42年度一般会計牧入支出実績表 (単位千円〕
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昭和41年12月初日 昭和33年4月22日第三種郵便物認可

昭和42年度一般会計収入支出実績表のうち、支

出の部を性質別に分けてみますと、次の図のよう

になります。

大 村市政だより ( ~ ) 

(昭和42年度特別会計i投入支出の実績〉
(単位千円〕

会 計 | 予一算賄賦一額判叫|除収入済「寸T「T支刻一出

国民健康保険事 1 ~~~ ~~J 
業特別会計 1 207，5801 193，3131 202，321ム 9，008

と 畜場 事業 2，3421 2，2871 2，2521 35 
特別会計~， v '~ I ~ ， ~v 'l 

0.9% 

I失業対策事業費 2.9% 

災害復旧事業費 0.7% 

昭和43年度一般会計予算と執行状況 (43年 9月末 現 在 単 位千四)

| 予 算 額 |予算構成 I，IT7A :**.，; I収入
歳 入 科 目 l当 初 |補 正 |現 計 |比(勿)|収入済額 |割合(必〉

1.市 税 337，499 1 -- 1 337，499 I 21・51 183， 136 I 54・3
2. 自動車取得 税 交付金 、 11 9，017 1 9，018 I 0・6

3. 交国有提供施設付等所在市助成金 4，284 1 - 1 4，284 I 0 .3 

4. 地 方交付税 321.3951 19，3'191 340，7141 21・71 264，020 1 77・5
5. 交通安全対策特別交付金 1 ! 214 1 215 
6. 分担金及び 負担金 4，263 ! - 1 4，263 1 0・31 2，5141 59・0
7. 使用 料 及 び 手 数料 38，722 60 1 38，782 1 2・41 19，064 i 49・2
8 国庫 支 出 金 386，689 36，2211 422:910 1 26'91 152，5 
9.県支 出 金 35，997: 1，8291 37，8 
10. 財産収入 5，933 i 3，244 1 9，177 I 0・61 4，3191 47・1
11. 寄 附金 2，082l 239 1 2，321 ! 0・11 39 1 ・7
12.繰 入金 1 ー

13.繰越金 1: 18，7391 18，740! 1.21 18，740j 100'01 
14.諸収 入 248，916I 46，511 ! 295，427 I 18・8I 81，628 I 27・61 
15.市債 39，501I 10，399 ; 49，900 i 3・2I 4，200 ! 8・4

量入合 計 1，425，285 14問 21 1，5川 77i 曲。l735，E15 468 

l 予 算 額 i予算構成 -:::f:::-，I，.'r<!r;J:n; 1 支出
最 出 科 目 | 当 初 |補 正 !現 計 :比(勿)|支出済額 |割合(労)

1. 議 会 費 28，009I 24 I 28，033 I ・8: 12，982 I 46・3

2 . 総務費~~! ， 8~~ I ~~. ~~~ i 2~~ ， ~~~ I ~ ~ ' ~ ! ~~ ~ ， ~~~ I 49.7 
3.民 ， 生 費 391，468! 26，732 ! 418，200 i 26・6i 202，122 1 48・3
4.衛 生 費 49，617i 6，252 i 55，869 1- 3・6i 25，784 1 46・2
5.労 働費 43，136I 8，707 1 51，843 i 3・3: 23，531 ! 45・4
6.農 林水産 業費 128，456 ! 9，6861 '138，142 1 8・8I 77， 194 I 55・9
7.商 エ 費 41，8311 2，490 1 44，321 i 2・81 37， 130 i 83・8
8.土木 費 195，9661 54，066 1 250，032 I 15・9! 75，263 I 30・1
9. 消 防 費 38，1861 5，974 ! 44，160 i 2・81 15，483 I 35・1
10.教 育 費 168，3981 11，1381 179，536i 11・4i 71，817 1 40・0
11.災 害復 旧 費 5，ヰ951 460 I 5， 955 ! 0・4! 2，192 i 36・8
12.公債費 109，241i 8，443 t 117，684 ! 7・5' 52，322 ! 44・5
13.諸 支出 金 1 ! 

-14.予 備費 3，605 ム 2101 3，395 I 0・2
歳出合計 1.425，285 1 145，792 1 1.571.077 ! 100・oI 712，169 1 45・3



(3) 大村市政だより 昭和33年 4月22日第三種郵便物認可 昭和41年12月20日

市税の住民負担状況の推移

年度 I決予算額算又額は I一負人担当額り I一負世帯担当額り I 備 考

220，9千80円
円 円

(人57口.7)17 (世1帯2.〉333 39 3，828 17，917 

40 256，226 4，462 20，369 57.420 12.579 

41 254，357 4，533 19，072 56.104 13.336 

42 301，188 5，393 22，498 55.844 13.387 

43 337，499 5，994 24，770 56.303 13，625 

※ 43年度は予算額

昭和43年度特別会計収支の執行状況
(単位千円)

蚕 計 別 | 予算扇~天落語|支出済額!収支の差

国民健康保険事業 1A'~ ~~J ~r ~~~ I A. 'AJ 
特別会計 1 246，7691 75，6931 91，484!ム15，791

と 畜場事業 1，1331 5111 364! 147 
特別会計 1 "，vvl V"! 

計 1 247，9021 76， 204! 91， 848， 15，644 

一時借入金し らべ (自43.4.1-至43.9.30)

壁月会 l借入先|借入金額|利 t 山

| 千円
郵政省 1 40，000 旧歩1銭8厘143. 6. 7 

大蔵省 ! 40，000 1 11 1 43. 6. 7 
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市債について

市債とは、学校や住宅の建設、道路の整備など

の大きな事業に多額の資金を必要とする場合に，国

や公営企業金融公庫、市中銀行等から資金を借り

て事業を行ないますが、この借入金を市債とい

い、長期間に少しづっ返済して行くもので、大村

市の場合は次のとおりです。

9月30日現在{人 256.303
l世帯 13.625

i叩目 的 Jjij 
度現在末高一当 り人額1一当世り帯額

1. 普 運 10，882 円 44，969 円

庁 舎 102，287 1，817 7.507 
土 木 116，768 2，074 8，570 
庄忌詣三 林 水 産 17，395 309 1，277 
教 育 232，294 4，126 17，049 
公 戸凸~ 住 '=I己『 48，698 865 3，574 
民 生 2，500 44 184 
保 健 衛 生 58，290 1，035 4，278 
?自 防 庁 舎 15，内 278 1，150 
改 良 住 司rよコー・ 18，800 334 1，380 

2. 災害 f宴 |日 債 106，257 1，887 7，799 
土 木 76，101 1，352 5，585 
農 林 71< 産 21，361 379 1，568 
文 教 施 号ロ矛TL乙 8，795 156 646 

3.そ の他 192，7491 3，423 1 14，147 

l転貸債 抑退職手当債 11，6431 207 I 855 
公有林 15，100 i 268 I 1， 1 08 
併 存 住 宅 i，5681 28 1 115 
消 防 7，5001 133 1 551 
市民税減税補てん債 30，1611 536 1 2，214 

市民会舘建設慣 104，861 1，B6929252111i1676.，684g99015 7 9 5 
国 体 施 設 !11「1
救 農 土 木 6，8001

合 計 911，706116，192 1 66，915 
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昭和43年12月初日 昭和43年 4月22日第三種郵便物認可 大村市政だより (4)

ぞ業献崎明義 -1

大村市告示第 125号

地方公営企業法第40条第 1項 の規定により昭和43年度上半期 の大村市営企業業務の動行

及び財政事情をつぎの とおり公表します。

: -;::::-=::境~:i.~~， :.i~.i{1j:rtç@~;:::EF!:漏

，ー‘

‘ 

1 . 事業の概要

市立病院は、本市 における 医療セ シターとし

て、 また救急医療lセ，ンターとし7て施設設備φ整

備 拡充 lとより診療サービ スの充実向上に努 めて

おりますが、本年度上半期における入院、外来

，の患者数は、別表 1のとおりであります。施設

設備の整備については、 レン トゲンテ レビの導

λ、病理検査機器の購入等最新の医療装置機器

の整備に努めております。

2. 経理の状況

本期聞 における経理の状況は、別表 2のと お

，--

別表 2 経 の理

昭和 43年 12月1日

大村市長大村純毅

りであります。

別表 1

(1) 入院外来患者数調

(2) 
調剤数調(単位剤)

月 別 |調剤数

4月 10，989 

5月 1 L887 
6月 10，869 

7月 12，245 

8月 12，107 

9月 1 i ，152 
計 69，249 

一日平均 417 

白
川
向
刀
日
付

A
叶

F
h
u
ハり

状 ;兄 (昭和 43年 9月 30日 現在) (単位千円)

|予算区 分
「予当 算 額初 I補予算額正 I予支備出費額 I増流減額用 i十ムロ 計執行額

収益収入的

第 1款病院事業収益 | 273，5臼2 O 。273，502 145，086 

第第 2j項項医医 業業外収収 益益 271.926 。 D 271，926 144，120 
1，576 。 。 ，576 966 

合 計 273，502 。 。273，502 145，086 

収益
第揮第第1款古231項項項病予医医院業事業 業外備 費費f計用用費

。 O 273，502 150，1842 1 
268，021 D O 。258，021 147，7 

支的出
5，129 。 70 O 5，199 2，439 
352 O ム 70 O 282 O 

273，502 。 。273，502 150，181 

32，003 。 37，003 5，030 
第 1項企 業 債 32，000 。 32，000 。

2 第 2項 他会計からの補助金 5，000 。 5，001 5，000 
収 第 3項固定 資 産売却代金 。 O 30 。 。 。

合 . 計 32，003 5，000 。 5，030 。 24，580 
第 1項建設 改良費 39，012 I 0 O 39，012 i7，971 

本 第 2項 企 業債償還金 3，152 0 。 3，152 1，550 

支的 第 3項 不一良時債借務入解消金の返た還め金の 1 I 5，000 O 5，000 

出 第 4項投 資 o I 60 60 59 

4EEZ h 計 42，165 I 5，060 47，225 24，580 
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(5) 大村市政だより 昭和43年4月22日第三種郵便物認可 昭和43年12月初日

-3. 企業債および一時借入金の現在高

昭和43年 9月末における企業債および一時借入金の総額は、別表3.4のとおりであり、本期聞

に支払済の企業債償還利息は 858，625円、一時借入金利息は1，189，040円であ ります。

別表 3 企業債明細 書 (昭和 43年 9月30日現在) (単位千円)

起 債 l i 発行 I ~IT_ I 償還高「償還 [目
的 借入先 年月日 発行総額償当年還度高 I償累還両訂 残 高 利

病院 建 設事業費 郵政省 昭30.5. 24 22，000 981 14，183 7，817 年6分 5厘 昭47.3. 31 
11 H 大蔵省 31. 7. 30 10，000 425 6，609 3.391 〆'1 〆'1 48. 3. 1 

看護婦寄宿舎建設事業費 郵政省 32. 3. 30 2，000 85 1，328 672 年6分 3厘 47. 3. 31 
医師住宅建設事業費 大蔵省 33. 5. 31 5，000 86 1，246 3，754 年6分 5厘 57. 2. 1 

市立病院整備事業費(暖房) 〆'1 一 6，000 // // 53. 3. 1 
庁 // 建物〕 ，ペア 43. 3. 30 I 4，000 一 4，000 H H 68. 3. 1 

dロb、 計 49，000 1.577 23，366 25，634 

別表 4

前年度末残高 本手度中における
借入残高最高額

時 借 入 金 明細書

備9月末残高

(単位千円)

考

42，000 76，000 66，000 
|借入先大蔵省資金運用部 34，000 

郵政省簡易保険局 ー20，000
モーターボート競走事業会計12，000

4. 決算の状況

収入においては、予算額254，571千円に対して99，8%の254，170，642円を挙げ、支出については、

予算額254，571千円に対して 99，3%の25-2，799，397円で収入支出差引1，371，245円の純利益を生じま

しfこ。

主主主:三宮47ター.~=:~=:~=:.~;:~，:=:~~~~=~ti~~:~;'~'，:~;'~1!}~~長;:jijj11:

(1) 事業の概況

昭和43年度事業としましては運輸省告示第27

号「モーターボート競走場の構造及び設備の規

格」に適合するよう観覧席、 投票所の新築工事

に7月着工し、来年 1月末、完成を目標に工事

中であります。なお艇摩新築工事は、10月着工

し来年 1月末、完成の予定であります。又駐車

場を確保し観客の誘致を図るため海面を埋立て

駐車場造成工事を行い乙の完成により約 1.300

台の自動車が駐車できるようになりました。

諌早市、島原市、多良見町競艇組合のモータ

ーボート 競走事業を受託し従来の開催日数に 2

日増の競走事業を実施してまいりましたが、売

上状況は4月以降 4回の新記録をつくり1日平均

20，584，666円を示し昨年度の同期に比べて31.7

%増で順調な発展をとげてまいりました。

(2) 経理の状況

経理の状況は別表1のとおりですが、他会計

への繰出金も現在のところ、一般会計へ170，600

千円、国民健康保険事業特別会計へ 5'，000千円

病院事業会計へ5，00(}千円、水道事業会計へ4，4

00千円合計185，000千円の支出を予定し市の財

政に貢献しております。

建設改良工事 (単位千円〉

工 事 名 額 |備 考

海 面 埋 立 工 事 21， 116 駐車場敷地

投票所.観覧席新築工事 217.340 7月15日着工

エンジン洗浄水漕新設工事 1，290 I 9月竣工
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経 Z里 の 状 ;兄 (昭和 43年 9月30日現在 単位千円)

区 分
当初予算額 |補正予算額 |予備費充当額l費目流用額| 合 計 |予算執行額

塁収入的 l第1款 走モー事ター業ボー収ト競話 2，611，517 278，796 。 2，890，313 1，636，678 

第i項営業収 益 2，610，283 278，763 。 2，889，046 1，634，586 
第2項営業外収益 1，234 33 。 1.267 2，092 
合計 2，611，517 278，796 。 2，890，313 1.636，678 

収
第1款 走ー事ター業ボー費ト競用 山，521I 223，556 。 。 2，570，0771 1，416，47・1

益 第1項営 業 費 用 2，340，449 221， 777 。 O 2，562，226 1，416，刊
的 第2項営 業 外 費 用 4，072 。 。 。 4，072 17 
支 第3項 予備費 2，000 1，779 。 。 3，779 。
出

dEヨ，. 計 2，346，521 223，556 。 。 2，570，071 1，416，471 

差引当年度利益剰余金 | 55，240 1 乱 2361 220'，207 

資収本入的

第1款資本的収入 。 。 。 。
第1項固定資産売却代金 。 。 。 。 。 。
合計 。 。 。! 。

資 |第1款資本的支出 262，338 64，200 138，979 

本 |第1項建設改良費 125，963 14，200 140，163 63，979 

的第2項 投 資 375 。 。 375 。
支 !制貸付金 1ぉ，0001 。 185，000 75，000 

出 事4項予備費 1，000 。 1，000 O 

合計 262，338 64，200 。 326，538 138，979 

※資本的収入額が資本的支出額に不足する額 326，537千円は、当年度分損益勘定留保資金 12，138千円、建設

改良積立金 5，390千円、繰越利益剰余金処分額 29，889千円及び当年度利益剰余金処分額 279，120千円で補

てんする。

タ

1 • 水道事業の概況

水道事業は、清浄で、豊富な水を供給し、公衆衛

生と生活環境の改善に寄与し、公営企業として企

業の経済性を発揮し、公共の福祉を増進するよう

運営しています。

第 5回拡張工事の着手により減断水地区の解消

及び使用水量の増加に対応出来るよう努力を続け

ております。

2. 経理の状況

経理の状況は別表 1のとおりです。

3. 企業債.一時借入金の現在高

昭和43年 9月末日の企業債一時借入金の現在高

は別表2.3.のとおりで財政調整資金としての一時

借入金は、モーターボート 競走事I業会計と簡易保

険積立金短期資金の借入れ等低利資金により経費

節減をはかり運営しています。
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別表 i 経 E里 の 状 j兄 (昭和43年 9月30日) (単位千円)

区 分 | 予 算額
当初予算額i補正予算額|予備費支出額「流用増減額l合 計 |予算執行額

E収入的 軍 1款水道事業収益
72，996 I 。 76，026 40，628 

第 1項営 業収益 61，037 O 61，037 34，263 
第 2項営 業外収益 11， 959 3，030 。 14，989 6，365 
合計 72，996 3，030 。 76，026 40，628 

収 第 1款水 道 事 業費 用 72，996 。 76，026 30.420 
且ナ且セ 第 i項営 業 費 用 65，046 O 65，046 26，586 
的 第 2項営 業 外 費 用 6，950 3，030 O O 9，980 3，834 
支 第 3項予 備 費 1，000 。 O 。 1，000 

30，420 0 出 dZbコ. 計 72，996 3，030 。 。 76，026 

資第1款資本的収入 O 71，373 。
第 1項固定資産売却代金 O 。

本第2項寄 附 金 。 。
2，000 . 0 。 。 2，000 。

第 4項 工 事 負 担 金 o O O 。
収第5項企 業 債 58，000 1 10，000 O 。 。
入第6項他会 計補 助金 o 1，370 。 。 1.370 。

合 計 60，003 111，370 。 。 71.373 o 1 

畳 I第 1款賢本的支出 67，076 O 

l 

5，836 
本第1項 建設改 良費 63，241 11，370 。 日 74，611 4，068 
的 第2項企業債償還金 3，235 341 。 0 1. 3，576 1，768 
支第3項投 資 100 。 O 、 100

ム 341 。 o 1 159 
'合 計 67，076 11，370 。| o 1 78，446 1 

資本的収支として昭和42年度より繰越分40，000千円は金額起債により工事を完了しました

別表 2 企業債明細 書 f昭和43年 9月30日現在) (単位千円)

|発行 |発肩1 蓬高 !未償還 |発行 1 _.  . I"..._...J 
/ ') 種 類 |年月 日 |総額 [議書|賃還喜 |残高 |価額 [利率 |償還終期| 備 考

1. 借入先
上水道事業ダム分担金136.10.301 20，000 1 26212，831 1 17，169 1 20，000 1年6分5JA:61.2. 11大蔵省資金運用部

[ 37.5.31 [ 62，000 [ 762 [ 7，178 I 54，8221 62，000 I年6分5JA[62.2.11 

137.5.31i 15，0001 5771 5，192[ 9，808115，0001年7分4厘!S2.3.201公営企業金融公庫

上 水道拡張工 事143.7.20 1 30，000! 1681 168 1 29，832 1 30，000 1年6分5厘172.3. 11大蔵省資金運用部

|札 5.281 20，000 1 01 0 1 20，000 1 20，000 I年 7分|66.3.20!公営企業金融公庫|

計 1147，000I 1.769115，369 ! 131.631 1147，000 i . 1 

別表 3 一時借入金明細書 (昭和43年 9月30日現在) (単位千円〉

前年度末残 高 I :本年度中における 1 9月末現在高 ! 備 考|借 入 残高最高額;:)FJ /1' ~ ~ jJ=:J 

借入先 郵政省 9，000 日歩 1銭8厘
14，000 21，000 21，000 モーターボート競定事業 12，000 日歩 7厘
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区

配水量表 (単位立方メ ートル〕 給水工事 (単位件〉

分 [配水量 |一日平均配水量 区分 1
4月

1
5月

1
6月

1
7月

1
8月

1
9月|合計

4月 224.989 

5月 235.268 

6月 241.559 

7月 285.213 

8月 319.191 

9月 286.062 

計 1.592.282 

7.500 新設工;事I 391 341 501 331 261 281 210 
7，589 増設工事1 361 691 .401 491 571 291 280 
8.052 修繕 工 事1 70i 781 661 751 731 741 436 
9.200 漏水修理工事 13211151 1061 1701 1491 1381 810 
10.296 合 計 12771 296! 2621 3271 3051 2691 1 .736 
9.535 

8.700 

建設改良工事 (前期分)(単位千円)

1-.'*>_1着工 l竣工工 l 事 名 i工事費 1 1 i l年月日|年月日

松並水源ポンプ室工事 610i 43. 1. 10 I 43. 4.15 

富の原第2水源さく井工事1，760 1 43. 1. 10 ! 43. 6.15 

桧並~下久原配水管工事 36，200i 43.1.10143.6.30 I 

富の原第 1水 源 用地1，149 1購入月日 I43. 4.10 I 

拡張工事関係 固定資産購入費 2811 11 I 43. 9.10 

計 40，000

※ 第 5回拡張工事関係分(継続費繰越分)

給水工事指定業者施工分工事(単位向 4. 決算の状況

業 者 名 |新設工事[望設変喜| 計 昭和41年度末の累積欠損金 9，255千円は経費節

減等の企業努力によって昭和42年度決算に於いて

3.959千円の純利益を生じ昭和42年度末では累積

欠損金 5.296千円となっています。-l 64 

協和水道設備有限会社 58 

大博 給水 工業 所 36 

誠和 工 業株式会社 52 

合計 210 

75 

44 

74 

87 

280 

139 

102 

110 

139 

490 
昭和42年度末の給水人口は38.246人で前年度末

より 1.795人の増給水戸数は8.159戸で前年度末

より 451戸の増となっております。尚昭和42年度

を初年度とする第 5回拡張工事のうち50.000千円

が起債額決定等の都合によって継続費の繰越事業

となり40.000千円の工事を完了いたしました。

一一 一 一 お こ と わ り

乙の市政だより(財政事情説明書特別号〉は、内容がグラブおよび

数字記載の表ものが多く横書のため、編集の都合によりとくに左と

じにしております。

また、 12月1日付の告示のため市長名は前市長となっておりますの

でご了承ください。

〈

』 一、-

f 


